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さ
れ
ま
す
。
経
験
に
基
づ
く
考
え
の
も

と
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
の
英
語

に
接
し
て
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

が
話
す
感
覚
で
英
語
が
自
然
に
出
て
く

る
よ
う
、
話
す
こ
と
を
大
事
に
し
た
語

学
合
宿
を
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
休

み
中
に
は
小
学
生
向
け
、
中
学
生
向
け

◆
受
付

　

新
本
館
棟
の
正
面
玄
関
付
近

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

雲
南
市
立
病
院

　

事
務
部
病
院
建
設
室

　

☎
０
８
５
４‐４
３‐２
４
７
６

無
料
労
働
相
談
会
の
開
催

　

島
根
県
労
働
員
会
と
島
根

労
働
局
、
島
根
県
社
会
保
険

労
務
士
会
な
ど
が
合
同
で

「
パ
ワ
ハ
ラ
・
セ
ク
ハ
ラ
」

「
突
然
解
雇
」
「
賃
金
不

払
」
な
ど
、
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解

決
す
る
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。

◆
日
時

　

３
月
４
日
（
日
）

　

10
時
〜
15
時 

◆
場
所

　

斐
川
文
化
会
館
（
出
雲
市

斐
川
町
荘
原
２
１
６
６
‐
１
）

◆
そ
の
他

○
労
働
者
、
事
業
主
ど
ち
ら

か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
ま

す
。

○
事
前
予
約
者
優
先
で
す

が
、
当
日
も
受
付
し
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
８
５
２‐２
２‐５
４
５
０

厚
生
労
働
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償・

救
済
に
つ
い
て

　

中
皮
種
や
肺
が
ん
な
ど
を

発
症
し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し

て
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
労
災

保
険
法
に
基
づ
く
各
種
の
労
災

保
険
給
付
や
石
綿
救
済
法
に
基

づ
く
特
別
遺
族
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石

綿
を
吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長

い
年
月
を
経
て
発
症
す
る
こ

と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

中
皮
種
な
ど
で
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石

綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
た
場

合
に
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽

に
最
寄
り
の
都
道
府
県
労
働
局

ま
た
は
労
働
基
準
監
督
署
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
労
働
局

　

☎
０
８
５
２‐３
１‐１
１
５
９

　

松
江
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
５
２‐３
１‐１
１
６
６

　

出
雲
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
５
３‐２
１‐１
２
４
０

　

浜
田
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
５
５‐２
２‐１
８
４
０

　

益
田
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
８
５
６‐２
２‐２
３
５
１

国
税
庁
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
受
験
資
格

１　

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま

　

れ
の
者

２　

平
成
９
年
４
月
２
日
以

　

降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲

　

げ
る
も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び

　

平
成
31
年
３
月
ま
で
に
大

　

学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

　

者
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者

　

と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

　

認
め
る
者

◆
採
用
予
定
人
数

　

人
事
院
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
に
掲
載

◆
試
験
の
程
度 みんなの掲示板みんなの掲示板

　

大
学
卒
業
程
度

◆
受
験
受
申
込
方
法

○
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
り
申
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

）

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

が
で
き
な
い
場
合
は
、
受
験

申
込
書
を
第
１
次
試
験
地
に

対
応
す
る
国
税
局
に
郵
送
ま

た
は
持
参
す
る
方
法
に
よ
り

申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

◆
受
験
受
付
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

申
込
み

　

３
月
30
日
（
金
）
〜
４
月

11
日
（
水
）

○
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
申

込
み

　

３
月
30
日
（
金
）
〜
４
月

３
日
（
月
）

◆
第
１
次
試
験

○
試
験
日

　

６
月
10
日
（
日
）

○
試
験
地

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、

松
江
市
、
岡
山
市
、
広
島
市

○
試
験
種
目

　

基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選

択
式
）
、
専
門
試
験
（
多
肢

選
択
式
、
記
述
式
）

○
合
格
者
発
表

　

７
月
３
日
（
火
）

◆
第
２
次
試
験

○
試
験
日

　

７
月
11
日（
水
）〜
７
月
19

日
（
木
）の
指
定
す
る
日
時

○
試
験
地

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、

広
島
市

○
試
験
種
目

 　

人
物
試
験
、
身
体
検
査

○
最
終
合
格
者
発
表

　

８
月
21
日
（
火
）

◆
受
験
案
内
及
び
お
問
い
合

わ
せ
先

○
広
島
国
税
局

　

☎
０
８
２‐２
２
１‐９
２
１
１

○
大
東
税
務
署
総
務
課

　

☎
０
８
５
４‐４
３‐２
３
６
０

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.nta.go.jp

雲
南
市
立
病
院
新
本
館
棟

　
　  

一般
見
学
会
の
開
催

　

雲
南
圏
域
の
中
核
病
院
で

あ
る
雲
南
市
立
病
院
の
新
本

館
棟
が
完
成
し
、
３
月
22
日

（
木
）
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
前
に

一
般
の
方
を
対
象
と
し
た
新

本
館
棟
の
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
事
前
予
約
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
日
の
受

付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

３
月
４
日
（
日
）

　

10
時
〜
15
時 

◆
場
所

　

雲
南
市
大
東
町
飯
田
96‐１

◆
内
容

　

新
本
館
内
部
の
見
学

地 
域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
場
を
訪
ね
て

　

雪
が
降
り
続
く
寒
い
日
に
李
隊
員
が

運
営
し
て
い
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
上
三
所
）

を
訪
ね
ま
し
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
と
い
う
名

前
はJ

a
p
a
n
e
s
e

、E
n
g
lis
h

、

C
hines

、K
orean

の
頭
文
字
を
取
っ

て
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
で

は
「
奥
出
雲
町
で
コ
ト
バ
の
旅
を
し
よ

う
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
語
学
塾
や
語

学
合
宿
、
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
、
ツ
ア
ー
ガ

イ
ド
業
務
の
ほ
か
、
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
し
て
、
ネ
イ
テ

ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー
を
講
師
に
迎
え
、
語

学
合
宿
を
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特

に
英
語
を
学
ぶ
上
で
の
姿
勢
を
「
英
語

を
学
習
し
な
い
こ
と
。
学
習
す
る
の
で

は
な
く
、
慣
れ
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と

語
ら
れ
ま
し
た
。
李
隊
員
は
大
韓
民
国

出
身
で
母
国
語
の
韓
国
語
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
日
本
語
、
英
語
を
流
暢
に
話

の
語
学
合
宿
を
企
画
さ
れ
る
そ
う
な
の

で
、
こ
の
機
会
に
英
語
に
触
れ
て
み
る

の
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
は
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

機
能
を
兼
ね
備
え
、
現
在
グ
リ
ー
ン
、

オ
レ
ン
ジ
、
ホ
ワ
イ
ト
の
３
部
屋
で
宿

泊
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
部

屋
も
広
々
と
し
て
お
り
、
建
物
裏
に
あ

る
棚
田
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ

の
日
は
雪
が
降
り
積
も
っ
た
美
し
い
棚

田
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
李
隊

員
は
「
四
季
折
々
の
棚
田
風
景
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
宿
泊
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
Ｗ
ｅ

ｂ
サ
イ
ト
「
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ
ｎ
ｂ
」
か
ら
申

し
込
め
る
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
李
隊
員
は
今
年
の
３
月
末
で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
卒
業
し
、
今
後

は
自
身
が
運
営
し
て
い
る
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
の

業
務
に
更
に
注
力
さ
れ
ま
す
。
李
隊
員

は
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
を
語
学
学
校
レ
ベ
ル
に

す
る
ま
で
、
ま
だ
ま
だ
頑
張
る
ぞ
！
」

と
や
る
気
い
っ
ぱ
い
で
す
。
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ

が
奥
出
雲
町
の
国
際
交
流
の
拠
点
と
な

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

▲青い看板がＪＥＣＫの目印です

▲子ども向け英語イベントの様子

▲李隊員

　

起
業
独
立
型
隊
員
で
「
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
」
を
運
営
し
て
い
る
李
蓮
玉
隊
員
を
訪
ね
ま
し

た
。
李
隊
員
は
平
成
27
年
６
月
に
本
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
観
光
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
活
動
を
開
始
し
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
は
起
業
独
立
型
隊
員
に
移
行

し
て
外
国
語
に
触
れ
る
機
会
づ
く
り
な
ど
に
挑
戦
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

    https://w
w
w
.jeck.love/


